
［初回： 4月17日 火曜日 18：00～19：30］ 
毎週火曜日同時刻 10回 シリーズ（6月19日終了） 

場所：沖縄キリスト教学院 

参加費：［10回］一般6,200円（割引料金3,200円） 

※本学関係者・在学生・卒業生、西原町在住者・勤務者、学生の方は割引あり 

申込、連絡先：沖縄キリスト教学院  

TEL：(098)946-1240 koukaiko-za@ocjc.ac.jp 総務課 

●新垣友子：危機言語と呼ばれる琉球諸語（奄美語、国頭語、沖縄語、宮古語、八重山語、与那国語）
は実際、どれくらい危機的状況なのでしょうか。「言語（母語）を失う」意味をご一緒に考えましょう。 

●新垣誠：「ウチナーンチュ」とは誰のこと？私は何？沖縄に生まれ育ち、アイデンティティの問いに悩ま
される人は多いですね。摩訶不思議なアイデンティティの仕組みを理解し、他者にやさしくなれる方法を
一緒に考えましょう。 

●玉城直美：チャンプルー文化という言葉にあるように、沖縄の人口はどんどん増えています。その中で
増えている在住外国人の生活、沖縄の多文化共生社会のこと、共に考えましょう。 

講師とその内容 

●崎原千尋：戦争や占領、戦後の歴史における女性の役割とはどのようなものだったのでしょうか。 
他の国や地域の女性たちの物語とも照らし合わせながら、戦争と平和を女性の視点から考えましょう。 

●照屋信治 ・・・米軍基地と構造的沖縄差別、他   ●A. David Ulvog ・・・沖縄とアメリカ(仮)  

●金 永秀 ・・・沖縄とキリスト教 （仮） 

    


